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 研究要旨                         

NCD長期予後入力システムの構築に必要な課題を検討するため、NC
D膵癌登録における予後の入力状況を調査した。2012年、2013年の
NCD膵癌登録に登録された通常型膵癌症例はそれぞれ3924例、4026
例であり、予後が入力されていたものはそれぞれ95例（2.4％）、
791例（19.6％）のみであった。各登録者からの自発的な予後入
力は期待できず、NCD長期予後入力システムの構築には学会から参
加施設へ予後入力を定期的に積極的に働きかけるシステムが必須
である。 

  

 
Ａ．研究目的             
日本膵臓学会膵癌登録は2012年からNCD
に実装し、年間約5千件の膵腫瘍の登録
がある。NCD膵癌登録における予後の入
力状況を調査し、NCD長期予後入力シス
テムの構築に必要な課題を検討する。 
 
Ｂ．研究方法 
2012-3年にNCD膵癌登録に登録された通
常型膵癌症例（2012年3924例、2013年40
26例）を対象とし、予後の入力状況を調
査する。これまで学会から参加施設への
予後入力に関する積極的な働きかけはし
ていない。 
 
Ｃ．研究結果             
2012年、2013年の通常型膵癌症例で予後
が入力されていたのは、2012年では95例

（2.4％）、2013年では791例（19.6％）
のみで、予後の入力数は非常に少なかっ
た。 
 
Ｄ．考察               
各登録者から予後判明時の都度的自発的
な予後入力は期待できず、学会から各施
設へ予後入力を積極的に働きかける必要
があると考えられた。 
Ｅ．結論               
NCD長期予後入力システムの構築には学
会から参加施設への予後入力の積極的
な働きかけを定期的に行うシステムが
必須である。 
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